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第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

8．舞鶴市木船家文書・郷土資料館
所蔵文書調査

小島　慧音

１． 概要

文化情報学研究室では昨年度に引き続き、舞鶴市郷土資料館の小室智子氏や舞鶴地方史
研究会の方々と共同で、木船家文書、郷土資料館所蔵文書の調査を実施した。舞鶴市では、
2013 年から継続して舞鶴市・舞鶴地方史研究会などと連携し調査を実施している。本調査は
2019 年に開始された。

調査日程　　 2023 年 ６ 月 16・17 日、 ８ 月 20・21 日、11 月 19 日、12 月 16・17 日、
2024 年２月 18 日

調査参加者　 東昇（教員）、正瑞千幸、長谷川巴南（以上博士前期課程２回生）、渡邊幸奈
（４回生）、小原万侑、小島慧音、島村朱音、渡部凌空（以上３回生）、　岩間
智哉、山蔭晴人（以上２回生）、上武恒介（１回生）

２．内容

木船家文書は、舞鶴市溝尻地区の大庄屋を務めていた木船家に伝来する、近世から近代に
かけての約 9000 点の文書群である。調査内容は、文書の現状を記録する写真撮影、文書に番
号を付与するラベル貼り、一点ずつの文書の目録作成の大きく３つに分けられる。昨年度まで
に写真撮影・ラベル貼りが完了しており、今年度は目録作成が終了し、文化遺産叢書『舞鶴木
船衛門家文書調査報告』を刊行した。また、舞鶴市郷土資料館所蔵の上西家文書・真下八雄文
庫について、ラベル貼りと目録作成を行っている。上西家は屋号を九平といい、元々は寺の建
物を手掛ける大工の棟梁であった。舞鶴市内の常楽寺も上西家が手掛けたとされ、上棟式の際
の木槌が寺に保管されている。今後も調査を進め、概要の把握に努める。

写真１　ラベル貼りの様子 写真２　目録作成の様子
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　フィールド集報の組版作業は、歴史学科文化遺産学コースの考古・建

築・地理・文化情報の合同実習メニューとして学生が Adobe 社の

InDesign を利用しておこなっている。

　今年度は、３年ぶりに多様な場所・フィールドで調査をおこなうこと

ができた。調査時だけでなくその後の作業においても多くの方々からご

協力を賜った。ここに改めてお礼申し上げる。

　海外の調査も徐々にではあるが再開されるようになった。来年度はま

た違うところに行きたいと思う今日この頃である。（き）

編集後記




